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※注意※ 

この資料は「授業全体の資料」ではなく、クモの採集やその他 

クモに関することだけをまとめた「実習におけるガイドライン」です。 

メインの情報は HP を確認してください。 

http://yamagata-biology.blog.jp/archives/46268122.html 
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【夜間演習】1 日目＆2 日目 19:00~21:00 

「照度を測るのとクモを捕まえるの、どっちが先？」 

→お任せ。ただし、この演習では種同定を行い、どの種のどの個体がどの明るさにいたかを記録するため、クモ

を逃がさない方で。おすすめは位置を確認して捕獲→照度計測。 

 

「円網って？」 

→『クモの巣ってどんな形？』って言われてすぐに思い浮かびそうな、(下図のような)典型的な形。円形。 

 

[クモの捕獲方法] 

手で捕まえられる人、吸虫管などを持っている人はそれらで捕獲し、エタノールを入れた小瓶に入れる。 

もしくは TA が用意する秘密兵器で捕獲し、同様にエタノールの瓶に入れる。 

照度と固体を照らし合わせるために、1 つの瓶に 1 個体。 

 

[照度の計測方法] 

クモの網の中心部(クモがいる場所。矢印部)の照度を測る。 

その場所における最大値を計測し、瓶に照度を書く。 

※注意※ 

センサーには向きがあるので、光が来ている方向に向けて計測を行うこと。 

 

[網がない場所について] 

クモを採取した場所の周辺で、「網が張れそうだなぁ」「同じ構造の別の場所に網が張ってたなぁ」という場所

を、同じように計測。網が張ってあったならこの辺が中心、という場所にセンサーの位置を合わせる。 

記録は紙に書くこと。  

クモがいた場所の照度→該当するクモの瓶に直接記録。 

クモがいない場所の照度→紙に書いて記録。 
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【昼間演習】2 日目＆3 日目 13:00~17:00 

[クモの種同定(簡易版)] 

今回は「円網を張るクモ」のみの計測なので、科はだいたい「       科」。 

(その他) 

図鑑や事典、ネットなどに外形を照らし合わせて種を特定する。小さいクモに関しては実態顕微鏡などを使用。 

 

[性別の見分け方] 

見てすぐに色や形、大きさで判別できるものとできないものがある。 

ジョロウグモ、コガネグモ→カラフルなのが「   」。大きいのが「   」 

ぱっと見で分からないものは「触肢」に注目。 

触肢が大きい(ふくらみがある)クモは「   」。触肢が小さい(ふくらみがない)クモは「   」。 
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【クモに関して】 

「クモって何？」 

→動物界 節足動物門 鋏角亜門 クモガタ綱 クモ目 に分類されている動物の総称。 

[特徴]糸を出す、鋏角(上顎)に毒腺を持つ、大半が肉食。脚が 4 対 8 本。体は前体部(頭胸部)と後体部(腹部)

の 2 つの部位に分かれる。触角がない。基本的には 8 つの単眼。 

「昆虫？」 

→昆虫ではない。 

昆虫は「3 対 6 本の脚・1 対の副眼と 3 個以下の単眼・体は頭部と胸部と腹部・触角がある」という特徴。 

「クモの巣じゃなくてクモの網？」 

→一般的に「クモの巣」と呼ばれているもの(今回の円網のような)は、本当は「網」。 

巣：寝床、隠れ家のような役割。(英：retreat など) 

網：餌を捕まえる役割があるもの。(英：web など) 

巣に隣接している場合も、離れた位置にある場合もある。巣と一体化している場合もある。 

「”基本的には”8 つの単眼ってことは他もあるの？」 

→偶数個で、最大 8 個。クモが生活する環境(属や種など)によって変わる。(個体差もたまにある) 

ex)フジマシラグモ(マシラグモ科)→退化傾向あり。完全に目を失った個体群も存在。静岡県のレッドリストEN。 

 (何故眼が退化？→光が少ない洞窟に生息するため、必要なくなったから。) 

ハエトリグモ(ハエトリグモ科総称)→8 個あるが、前列の 4 つの目が大きく発達している。 

 (なぜ前の目が発達？→後述) 

「何故[特徴]に”網を張る”って無いの？」 

→クモの半数は網を張らないから。 
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「網を張らないクモにはどんなものがいるの？」 

→ハエトリグモ科やコモリグモ科、エビグモ科やカニグモ科など。「徘徊性」という。 

「網を張るのは？」 

→ウズグモ科やコガネグモ科、ヒメグモ科やユウレイグモ科など。「造網性」という。 

「造網性と徘徊性の中間はいないの？」 

→いるかもしれない。 

キシダグモ科は造網性の特徴がある脚を持っているので、「もともと造網製だったが徘徊性になることを選ん

だ」と言われていたりするらしい。キシダグモ科の中には、幼体の時に網を張っている時期がある種もいるら

しい。また、ジグモ科などは地中に巣をつくるので、「地中性」と呼ばれることもある。 

「[クモの種同定(簡易版)]ってあるけど、簡易版じゃないのはどうやるの？」 

→今回は円網を張るクモだけに焦点を当てているため、科が絞られた状態で同定がスタートする。 

実際に研究などで採集・同定を行う際も網の形からかを特定することが多いが、小さなクモ、もしくは徘徊性の

クモで似たような模様や形のクモを目視で判断するのは難しい場合がある。そこで注目するのは、オスは「触肢」。

メスは「外雌器」。顕微鏡を用いて構造を見て、細かな違いから種を特定する。 

「外雌器ってどこにあるの？」 

→クモの腹部腹側の前方。クモをひっくり返して見る。 

左側の写真、赤丸の部分。右写真のように見える。 

(このクモは模様だけで種同定できるが、一番見やす

そうだったので) 

「もっとクモがやりたい！/ちょっと質問があるのだけど！」 

→心置きなく遠慮なく先生もしくは TA に伝えてください。 

↑CD 日本のクモ ver.2022 より 

←TA 撮影(山形、馬見ヶ崎川河川敷) 


